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6年前、新規事業の立上げを聞いて
未知へのチ ャレンジの悪 しヽをも って、

5名 の職員 とともに理 事長 に申 し出
て、 1年の準備 。改修工事奄経て開設
し蔵 した。静かで広 く囲季仰変化 に富

む庭園、落ち着いた 1◎ ○坪の和風建
築の屋敷、住み慣ねた地 i或 にあ って、

も う一つの お家 と して ゆ った りと過

ご していただけるよう目指 しま した。

地域の方旋 とのお付さ含いも深め、

町内会働防 J晟部長を憚せつか つて、地

域を見守 り続 |すています。

初代あ じさいの家管理者 柏本  聡
(現特震鎌倉静賛館施設長 )

材木座 あ じさいの家 平面図

ゆったら:こした時こ空間の中での寄ιI露llのケア

5日年
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小規模多機能型居宅介護材木座あじさい

の家は、市民の篤志家の方からご寄付をい

ただいた和風邸宅を改修して、2012年 に
オープンしました。「通い」「 )白 り」「訪間」

の三つのサービスにより、利用者の皆様の

地 l或生活を切れ目なくお支えしていくこと

を可能にしています。
｀   ガーデン感謝の会 理事長のごあい

去 る平成 29年 7月 6日 |こ開 設 5周
年認念「 ガ ーデ ン感 謝 の会」を執 り行

うことが 出来 ま した。ご出席 下 さ つた

沢 出の皆様 か ら、あ じさ しヽの家 に対 し

ての期待や応援のお言葉を頂戴し、大

変感謝致します。

あじさ l」 Nの家は、増ヽ規模多機能事業

所で、他め在宅サービスでは行えない

柔軟な 1圃 々のニーズに対応 したサー

ビス提供により、在宅生活φお支えに

なれます。現在ご利用者も材本座、大

町在住の方が 7害」。他地域でも車で往

復約 30分以内と近く、地域密着型を
実践 t/、 何かの時には駆け付 |す られる

等、安心 t/て頂 |す るケアを努ぬていき

ます。

また、爾設 5周年を機に賣に近隣の
皆様との交流として、庭置の活用等も

行つていきたしヽと思しヽます。地域から

頼りにされる事業所を目指 してしヽき

ますので、これからもご指導、ご支援

よろしくお願い致します。

あじさいの家 管理者 萩原 克
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鎌倉静養館勝地域の一員こして

Fふらっこ力7ェ鎌倉』に参加してい春す
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2017年 4月 から、鎌倉地区の各所で
「る、らつとカフェ鎌倉」が開催されてい

ます。「ふらっとカフェ鎌倉」とは、子

どもから大人まで地域で暮らす人たち

に、食を通して出会いと居場所づくりを

行う活動です。15の地上或の団体、個人 (カ
フェ経営者 。NPO団体 。大学教員等)が
集まり現在、責任をもつて継続するため

に一般社団法人化にむけて調整中です。

鎌倉静養館も地 i或 の一員として設立に

かかわり、由比ガ浜の特養鎌倉静養館別

館のスペース (2室 )、 毎月第 4金 3麗 日
の夕方に提供 し、活動に参加 していま

す。

最初の 4月 28日 には、手巻きずし(生
ものなし)を多<の子どもたちと共にい
ただきました。6月 23日 には、プロの
料理人の方を中心に多 <の ボランティ
アの方が集い、多<の種類の料理を作つ
ていただきました。腰越の漁師さんから

の地蛸の酢の物や魚のフライに子ども

も大人も大満足でした。7月 28日 には
高校生のボランティア (男女 10名 )や
地 i或 の高齢者の方も含めて全部で 50
名での食事になりました。

誰もがも、らつと立ち寄り、つながつて

いくことができるこの活動を通じて、私

たち静養館も今まで以上に地上或社会の

一員としての役害」を再認識 しています。

今後も、この活動に積極的に参カロしてい

きます。

法人本音B事務長 伊藤尚子
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